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ホンモロコ Gnathopogon caerulescens は、コイ科タモ

ロコ属に属する琵琶湖・淀川水系固有の小型魚で、成

魚は全長約 8～13 cm である。1) 産卵期は 3 月末から 6
月にかけてで、琵琶湖全域や周辺の内湖の湖岸で産卵

がみられるが、主要な産卵場は南湖であったとされる。

2) 産卵場所は波のあたる湖岸のヨシやヤナギの根など

であり、2,3) 水面直上 1～3 cm 付近に産卵することが多

い。1) 仔稚魚は沿岸域で成育し、晩秋から冬季には琵琶

湖沖合の水深 40～90 m の深層域に移動して越冬する。

2,3) 本種の多くは生後 1 年で成熟して繁殖に参加し、大

半は寿命が 1～2 年である。2,4) また、本種には産卵回

帰性があることが報告されている。5)  
ホンモロコは素焼きや佃煮など多様な調理法で食さ

れ、コイ科魚類で最も美味と評されることもある。し

たがって、漁業対象として重要であり、主に秋季の刺

網や冬季から春季にかけて沖曳網で漁獲されている。

しかし、その漁獲量は 1961～1994 年には年間 150～350  
t であったものの、その後急減し、2004 年にはわずか 5  
t にまで落ち込んだ。減少した原因として、琵琶湖水位

の人為的低下による産着卵の干出、外来種であるオオ

クチバス Micropterus salmoides やブルーギル Lepomis 
macrochirus による食害、湖岸開発やヨシ群落の減少に

よる産卵場の消失などが指摘されている。6) このため

資源回復を目的として、年間 1,000 万尾規模の種苗放

流や外来魚の駆除が行われてきた（滋賀県ホームペー

ジ，滋賀の水産（令和 6 年度）http://www.pref.shiga.lg.jp/ 
ippan/shigotosangyou/suisan/326559.html，2025 年 12 月 28
日閲覧）。さらに、西の湖では 2011 年から、南湖の一

部水域では 2013 年から、外来魚の集中的駆除や過繁茂

した水草の刈り取りなど生息環境改善を組み合わせた

総合的な施策が実施された。7-9) 2016 年からは漁業者に

よる自主的な禁漁期（5～6 月）も導入されている。10)  
これらの取り組みの成果として、かつて主要な産卵

場であった南湖では、資源激減後ほとんど産卵がみら

れなかったが、11) 2019 年以降はモニタリング地点にお

ける産卵量が増加し、12) 産卵水域も拡大していること

が確認されている。13) さらに、全長 20 mm の稚魚を 6
月中下旬に南湖へ標識放流して追跡調査を行い約 4 か

月間の生残率を推定したところ、2014 年にはほとんど

生残が見られなかったのに対し、2015 年以降は 10％以

上の値を維持していることが明らかとなっている。14) 
秋季における 0 歳魚の資源尾数をみても、2016 年以降

は天然再生産による資源尾数の増加が確認されている。

15)  
近年、アユ、ニゴロブナ、セタシジミなどの水産資源

で成長遅延や肥満度の低下が報告されている。ホンモ

ロコでも資源尾数は増えてきているものの、近年では

低成長や肥満度の低下といった同様の現象が確認され

ている。これらは餌不足に起因する可能性が高く、基

礎生産から高次消費者へ至る物質循環に停滞あるいは

縮小が生じている可能性が指摘されている。16)  
そこで本研究は、2000 年以降に収集されたホンモロ

コ 0 歳魚の冬の体長や肥満度について、資源量、産卵

状況、さらに成長期である夏季の漁場環境との関係を

解析し、低成長や肥満度低下の原因を明らかにするこ

とを目的とした。 
 

材料および方法 
 

解析に使用したデータを表 1 に示した。それぞれの

概要は次のとおりである。 

① 0 歳魚の体型 0 歳魚の体型調査は 2000～2022 年
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に実施した。標本は、琵琶湖北湖の沖合で１～2 月に沖

曳網により漁獲されたホンモロコで、測定に供するま

で冷凍保存した。これらの標本は、解凍後、実体顕微鏡

下で鱗を観察し年齢を査定したうえで、17) 0 歳魚を対

象に標準体長（以下、体長）と体重を測定した。さら     
に、以下の式により肥満度を求めた。 

CF ＝ BW(g) ／ SL3(cm) × 100 
ここで、CF：肥満度、BW：体重、SL：体長を示す。標

本数は、調査年により異なり 61～10,908 個体であった。

なお、この数値を 0 歳魚の冬の体長および肥満度とし

た。 
② 早期産着卵の割合 滋賀県水産試験場では、2008年
度以降、琵琶湖北湖の 2 地点（大津市小野地先、長浜

市延勝寺地先）および琵琶湖に接続する湖である伊庭

内湖において、ホンモロコの産卵調査を実施している。

18) 調査は、3 月下旬または 4 月から開始し、6 月下旬ま

で週 1 回の頻度で、定点における産着卵数を計数して

いる。このうち、大津市小野地先および伊庭内湖を対

象に、4 月以降の調査で確認された産着卵数のうち、4
月第 1 週から 4 回分の合計値が 4 月以降の全体に占め

る割合を算出して、この数値を「早期産着卵数の割合」

とした。 
③ 資源量 ホンモロコの資源尾数には、滋賀県水産試

験場が 2000～2022 年（2002 年、2003 年および 2005 年

を除く）に標識放流調査により求めた秋季時点での推

定資源尾数データを用いた。15) 推定資源量は、年齢別

の推定資源尾数に各年齢魚の平均体重を乗じて算出し

た。 
④ 水温および動物プランクトン密度 ホンモロコ 0
歳魚は、7～9 月が主な成長期であり、冬の体長は概ね

この期間の成長の良否によって決まる。本種は、7～9
月には 10 m 以浅の沿岸域で過ごし、19) 動物プランク

トンを主な餌とする。稚魚から成長して大型化するに

つれて、小型餌料であるワムシの割合が減り、ミジン

コ、カイアシ類といった大型餌料の摂食割合が増加す

る。20) そこで、本種 0 歳魚の冬の体長と水温および動

物プランクトン密度との関係分析には、滋賀県水産試

験場が毎月 1 回、彦根沖から安曇川沖にかけての 5 定

点で行っている琵琶湖定点定期観測のうち、沿岸にあ

る彦根沖（St.Ⅰ）および安曇川沖（St.Ⅴ）の 7～9 月の

観測値から、水深 0.5 m と 5 m の水温の平均および水

深 0～5 m の動物プランクトン密度（ミジンコ類+カイ

アシ類成体）を求めて用いた。21) 
統計解析 上記のデータ間の関係を検討するために、

Pearson の相関係数を求め、その有意性を判定した（P 
< 0.05）。また、0 歳魚の体長に及ぼす環境要因を検討す

　表1　使用データ一覧

大津市小野 伊庭内湖 7月 8月 9月 7月 8月 9月

2000 80.68 1.60 24 25.2 28.7 26.9

2001 79.32 1.69 52 26.0 29.0 25.0

2002 79.90 1.62 24.7 29.4 25.3

2003 76.85 1.50 22.3 24.7 27.0

2004 79.75 1.65 13 27.1 27.6 25.0

2005 79.57 1.66 25.1 28.4 26.1 4.8 53.5 15.3

2006 75.93 1.61 6 24.8 28.5 25.6 22.6 21.9 53.6

2007 79.83 1.66 20 22.8 29.0 26.8 47.9 31.9 99.8

2008 80.20 1.70 29 3.0 9.6 26.3 28.9 26.0 38.0 60.7 68.5

2009 75.90 1.78 26 10.1 61.3 25.6 27.4 24.1 199.8 38.5 34.3

2010 80.29 1.73 38 5.8 58.5 25.1 28.8 28.1 18.1 62.2 35.5

2011 81.00 1.64 114 7.7 9.3 26.7 28.8 25.5 14.0 24.5 42.6

2012 72.47 1.71 61 6.0 26.2 25.4 28.4 28.0 9.4 4.0 1.8

2013 79.92 1.70 30 2.2 12.1 27.2 29.3 24.2 26.2 18.0 16.7

2014 77.13 1.59 21 3.7 16.9 25.1 26.2 24.5 25.3 47.3 14.0

2015 78.65 1.57 31 5.3 10.0 23.6 28.3 23.8 22.5 18.3 21.5

2016 78.90 1.49 41 80.2 27.4 25.9 28.8 27.1 34.0 27.4 15.8

2017 73.01 1.45 54 99.0 11.8 26.5 27.7 24.8 19.6 7.1 12.8

2018 78.12 1.52 66 0.0 2.1 24.6 26.9 23.9 7.4 7.6 73.2

2019 74.38 1.43 117 2.0 27.4 24.4 28.5 26.5 11.5 23.8 51.4

2020 76.02 1.49 152 12.8 18.0 23.5 28.4 26.8 41.1 51.5 36.8

2021 77.27 1.35 190 61.5 91.5 25.3 25.3 25.3 36.0 58.0 49.2

2022 79.47 1.31 215 0.0 34.3 26.6 29.4 27.4 34.7 39.3 26.4

水温(℃) 動物プランクトン密度(個体/L)早期産着卵数の割合(％)
年 資源量(t)平均肥満度

平均体長
(mm)
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るために、体長を目的変数、水温および動物プランク

トン密度を説明変数とする重回帰分析を行った。この

分析には R（version 4.5.2）および RStudio（version 
2025.09.2+418）を用いた。なお、分析に当たり多重共

線性には問題がないことを確認した。 
 

結  果 

 

0 歳魚の冬の体長と肥満度の経年変化 2000～2022
年生まれの 0 歳魚の冬の平均体長および平均肥満度の

推移を図 1 に示した。2000～2011 年生まれでは、2003
年、2006 年および 2009 年生まれがやや小型であった

ものの、いずれも平均体長は 75 mm 以上であり、多く

の年で概ね 80 mm 前後であった。一方、2012 年以降で

は平均体長が 80 mm を上回る年はなく、特に 2012 年

生まれは 72.5 mm、2017 年生まれは 73.0 mm、2019 年

生まれは 74.4 mm と小型化が顕著であった。なお、2020
年以降の平均体長は 80 mm を下回るものの、年々大き

くなる傾向がみられた。 
平均肥満度については、2013 年生まれ以前では 2003

年生まれの 1.50 を除き、すべて 1.60 以上であり、最も

高い値は 2009 年生まれの 1.79 であった。2014 年以降

は 1.60 を下回り、低下傾向を示した。特に 2021 年お

よび 2022 年生まれでは、それぞれ 1.35 および 1.31 と

顕著に低い値を示した。 
平均体長と平均肥満度との関係を図 2 に示した。相

関分析によると、両者に有意な相関関係は認められな

かった（P > 0.05）。 
産卵期の早さと 0 歳魚の冬の体長との関係 伊庭内

湖および大津市小野地先における早期産着卵数の割合

と 0 歳魚の冬の平均体長との関係を図 3 に示した。ど

図 1 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の体長およ

び肥満度．●およびエラーバーはそれぞれ平均値と

標準偏差を示す． 

図 2 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の平均体長

と平均肥満度との関係． 

図 3 ホンモロコの早期産着卵数の割合と 1～2 月

における 0 歳魚の平均体長との関係． 
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ちらの水域においても、早期産着卵数の割合と 0 歳魚

の冬の体長との間には有意な相関関係は認められなか

った（P > 0.05）。 
資源量と 0 歳魚の冬の体長および肥満度との関係 

資源量と 0 歳魚の冬の平均体長および平均肥満度との

関係を図 4 に示した。資源量と平均体長との間には、

有意な相関関係は認められなかった（P > 0.05）。一方、

資源量と平均肥満度との間には、有意な負の相関関係

が認められた（r = -0.740、P < 0.01）。 
夏の水温と 0 歳魚の冬の体長および肥満度との関係 

2000～2022 年における 7～9 月の水温と 0 歳魚の冬の

平均体長との関係を図 5 に、平均肥満度との関係を図

6 に示した。平均体長および平均肥満度は、ともに 7～
9 月の各月の水温との間に有意な相関関係は認められ

なかった（P > 0.05)。 
夏の動物プランクトン密度と 0 歳魚の冬の体長およ

び肥満度との関係 2005～2022 年における 7～9 月の

動物プランクトン密度と 0 歳魚の冬の平均体長との関

係を図 7 に、平均肥満度との関係を図 8 に示した。な

お、2009 年の 7 月の動物プランクトン密度は、他の年

の最大値と比較しても 4 倍以上であったことから外れ

値として扱い、解析から除外した。平均体長と各月の

動物プランクトン密度との間には有意な相関関係は認

められなかったが（P > 0.05）、8 月の動物プランクトン

密度が高い方が平均体長が大きくなる傾向がみられた。

平均肥満度と各月の動物プランクトン密度との間には

有意な相関関係は認められなかった（P > 0.05）。 
0 歳魚の冬の平均体長と8月の水温および動物プラ

ンクトン密度との関係 8 月の水温、動物プランクト

ン密度と 0 歳魚の冬の平均体長との関係には、どちら

も有意ではないものの弱い相関がみられたため、重回

帰分析を行った。重回帰式は、 
図 4 ホンモロコ資源量と 1～2 月における 0 歳魚の

平均体長および平均肥満度との関係． 

図 6  7～9 月の水温と 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の平均肥満度との関係． 

図 5 7～9 月の水温と 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の平均体長との関係． 
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SL ＝ 0.916WT + 0.0658ZP + 49.7 
で表された。ここで、SL は 0 歳魚の冬の平均体長

（mm）、WT は 8 月の水温（℃）、ZP は 8 月の動物プ

ランクトン密度（個体数/L）を示す。自由度調整済み

決定係数は 0.251 であり、分散分析の結果、回帰は

5％水準で有意であった（F = 3.85、P < 0.05）。標準偏

回帰係数は、水温が 0.391、動物プランクトン密度が

0.488 であった。 
 

考  察 

 

2000～2022 年の 0 歳魚の冬の体長の経年変化をみる

と、2012 年以降に小型化が進み、2012 年や 2017 年の

ように顕著に小型となる年も確認された。2020年以降、

体長が大型化する傾向がみられたが、先述のとおり、

南湖での再生産が大幅に増加した時期と一致する。南

湖は産卵開始時期が早く、餌となる動物プランクトン

も多いため、他水域で再生産した個体より大型になる

ことが考えられる。一方、肥満度は 2014 年以降、徐々

に低下する傾向がみられ、両者に共通する現象はみら

れず、両者の間にも有意な相関関係は認められなかっ

た（図 2）。以上を踏まえ、まずは体長と肥満度を分け

て考察する。 
冬の体長の経年変化について、産卵期の早さとの関

係を調べた。ホンモロコの産卵は、水温 12～14 ℃で開

始し、最盛期は 20 ℃前後、25～27 ℃で終盤を迎える

とされており、2) 時期としては、3 月末から 6 月にかけ

てである。これまでの調査から、産卵の傾向は産卵水

域や年により異なることが明らかとなっている。22) こ

のため、産卵時期と 0 歳魚の冬の平均体長との関係を

分析したが、有意な関連は認められなかった。この原

因として 2 点挙げられる。1 点目は卵から稚魚までの

生き残りである。西の湖や琵琶湖南湖では、ホンモロ

コの産卵が 5～6 月に多かった年でもその水域で成育

する稚魚の孵化時期は４月生まれが多かったことが報

告されている。23,24) この原因として、例年 5 月下旬か

ら 6 月中旬にみられる琵琶湖水位の低下による産着卵

の干出や外来魚による捕食が考えられる。2 点目は、産

卵期のずれが、冬季の体長に直接反映されるのではな

く、成長期の餌料環境等の環境条件が成長により強く

作用する可能性がある。以上から、ホンモロコの体長

に対する産卵時期の影響は限定的であると考えられる。 
次に、冬の体長の経年変化と成長期である７～9 月

の水温および動物プランクトン密度との関係を分析し

た。体長と各月の水温および動物プランクトン密度と

の間には、いずれも有意な相関関係は認められなかっ

た（図 5、図 7）。そこで、ホンモロコが最も成長する

8 月に注目して、水温と動物プランクトン密度を説明

変数とした重回帰分析を行った結果、両変数をともに

組み込んだ有意な重回帰式が得られた。両変数の係数

の符号から、体長に対してともにプラスに作用すると

考えられ、標準偏回帰係数の大きさから水温よりも動

図 7 7～9 月の動物プランクトン密度と 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の平均体長との関係． 

図 8 7～9 月の動物プランクトン密度と 1～2 月におけるホンモロコ 0 歳魚の平均肥満度との関係． 
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物プランクトン密度がより強く影響を及ぼすことが明

らかとなった。2012 年および 2017 年には 8 月の動物

プランクトン密度が極めて低く、このことが両年の成

長不良の原因と考えられた。 
次に、肥満度であるが、そもそも魚が太るという現

象は、餌から得たエネルギーのうち基礎代謝や成長に

使われず余った分が脂肪として蓄積されることである。

水温の上昇とともに基礎代謝量が増えたり、エネルギ

ー源である動物プランクトンの密度が低下したりする

ことで肥満度が低下することを想定して解析したが、

成長期である 7～9 月の水温および動物プランクトン

密度との関連性を分析した結果、有意な相関関係は認

められなかった。牧 25) によると、0 歳魚の体長の伸長

は 9 月下旬まで、体重の増加は 7 月から 10 月下旬にか

けてであり、体長の伸長期と体重の増加期には季節的

なずれがあり、肥満度の経月変化が単調な増減を示す

ものではないことが分析を難しくしているのかもしれ

ない。しかし、肥満度が近年低下してきているなかで、

エネルギー源である動物プランクトンの関与を注視す

る必要がある。今回の解析では、資源量と肥満度に有

意な負の相関が確認された。現在の資源量は、調査期

間内で一番多い 2022 年でも 215 t であり、ホンモロコ

が安定して漁獲されていた 1990 年代前半までの漁獲

に相当する量であり、その当時の資源量に比べれば非

常に少ない量といえる。それにも関わらず、このよう

な負の相関が確認されたことは、当時よりもホンモロ

コの餌料環境が悪化し、餌不足が生じている可能性が

ある。 
今回の研究では 1～2 月のサンプルを対象に分析を

行ってきた。体内脂肪含有量は肥満度との間に相関が

みられ、筋肉部、内臓外壁部ともに 8 月が年間最高値

となることが報告されている。26) 従って、今後は、冬

季の体長や肥満度とともに夏季におけるホンモロコの

栄養状態を多角的に評価することが求められる。 
近年、ホンモロコ資源は回復傾向にあるものの、体

長 60 mm 未満や肥満度 1.4 未満の個体は冬季に減耗す

るといわれている。25) また、今回の調査期間内である

2015～2019 年生まれの個体を見ても、成長の低下によ

り成熟魚の割合が減少しているものと考えられている。

27) また、瀬戸内海中央の燧灘におけるカタクチイワシ

では、栄養不足で雌が痩せると質の悪い卵を産むこと

になり、発育初期の生き残りが著しく悪くなることが

明らかとなっている。28) このように、体長や肥満度の

低下は、単年度の問題にとどまらず、翌年以降の資源

動態に連鎖的影響を及ぼす可能性がある。 
また、先述したとおり、2012 年および 2017 年には動

物プランクトン密度が低かったが、両年ともにミクラ

ステリアスやスタウラストルムといった大型緑藻が大

発生している。29,30) 大型緑藻が大発生したときには中

小型の生産者の栄養塩を奪いホンモロコへ渡るはずで

あった栄養素等の量を減らしている可能性が指摘され

ている。31) これまでのホンモロコに関する研究は激減

した資源をいかに回復させるのかが中心的な課題であ

ったが、今後は資源生態に関する研究に加え、琵琶湖

の餌環境に焦点を当てた研究を進める必要がある。 
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摘  要 
 

1. 近年、ホンモロコでみられる低成長や肥満度低下

の原因を明らかにするために、0 歳魚の体長や肥

満度について、資源量、産卵状況、さらに成長期

である夏季の漁場環境との関係を解析した。 
2. 体長と肥満度の経年変化をみると、体長では特異

的に小型化する年が現れる一方、肥満度は資源量

の増加とともに低下する傾向がみられ、両者に共

通した傾向はみられなかった。 
3. 産卵時期と 0 歳魚の冬の平均体長には、有意な相

関は認められなかった。 
4. ホンモロコ 0 歳魚の冬の体長には、成長期である

8 月の水温と動物プランクトン密度がプラス要因

として関わっており、その影響は後者のほうが大

きいと考えられた。 
5. ホンモロコ 0 歳魚の冬の資源量と肥満度には有意

な負の相関関係が認められた。現在の琵琶湖の環

境はホンモロコにとって餌不足が生じている可能

性がある。 
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6. 今後は、夏季におけるホンモロコの栄養状態を多

角的に評価するともに、琵琶湖の餌環境に焦点を

当てた研究を進める必要がある。 
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